
第
82
回
定
期
大
会

「「ライドシェア新法ライドシェア新法」」

絶対阻止絶対阻止

他
産
業
を
上
回
る

賃
金
の
実
現
！

政
権
交
代
だ
け
が
解
決
策
だ

☆
規
約
改
正

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
分
割

　

全
自
交
労
連
は
10
月
15
、
16
日

の
両
日
、
神
戸
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
に
て
第

82
回
定
期
大
会
を
開
催
し
全
国
か

ら
２
０
０
人
以
上
が
集
結
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
、
他
産
業
を

上
回
る
賃
金
の
実
現
で
ハ
イ
タ

ク
・
自
教
で
働
く
仲
間
を
増
や
す

こ
と
を
柱
と
す
る
新
た
な
運
動
方

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
平
将
明

氏
が
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

立
憲
民
主
党
の
森
屋
隆
参
議
院

議
員
は
全
自
交
大
会
で
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
問
題
に
ピ
リ
オ
ド
を
打

つ
」と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
政
権
交
代
だ
け
が
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
問
題
の
根
本
的
解
決
策
で

あ
り
、
働
く
者
の
未
来
を
変
え
る

唯
一
の
手
段
な
の
で
す
。

　

来
年
の
７
月
に
は
参
議
院
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
自
交

の
推
薦
す
る
森
屋
隆
・
岸
真
紀
子

両
参
議
員
に
と
っ
て
重
要
な
闘
い

と
な
り
ま
す
。

し
ま
す
。

　

自
民
党
総
裁
選
で
は
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
完
全
解
禁
」
を
公
約
に
掲

げ
た
小
泉
進
次
郎
氏
ら
が
落
選

し
、
ひ
と
ま
ず
最
悪
の
事
態
は
回

避
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
解
禁

論
の
黒
幕
で
あ
る
菅
義
偉
前
首
相

は
副
総
裁
と
な
っ
て
石
破
体
制
で

も
影
響
力
を
維
持
し
て
お
り
、
河

野
太
郎
氏
に
代
わ
る
デ
ジ
タ
ル
・

規
制
改
革
担
当
大
臣
に
は
小
泉
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
勉
強
会
の
立
ち
上
げ

　

全
国
の
全
自
交
の
仲
間
の
皆
さ

ま
、
第
50
回
衆
議
院
選
挙
で
の
奮

闘
、
誠
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
は

10
月
23
日
で
す
が
、
新
聞
が
印
刷

さ
れ
届
く
ま
で
に
１
週
間
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。
記
事
が
読
ま
れ
る
時

に
は
す
で
に
選
挙
の
結
果
は
出
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
政
権

交
代
の
た
め
に
、
全
国
各
地
で
選

挙
戦
を
闘
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
感
謝
い
た

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

溝
上
泰
央
・
中
央
執
行
委
員

長
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
完
全
解
禁

に
よ
っ
て
ハ
イ
タ
ク
産
業
は

２
０
０
２
年
の
規
制
緩
和
を
上
回

る
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と

し
、「
我
々
が
支
持
す
る
立
憲
民

主
党
に
よ
る
政
権
交
代
、
こ
れ
を

実
現
す
る
こ
と
が
、
崩
壊
を
阻
止

す
る
最
大
の
防
護
策
で
あ
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

開
催
地
と
な
っ
た
兵
庫
地
連
と

関
西
地
連
の
皆
さ
ま
の
献
身
に
よ

り
、大
会
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
、

最
後
に
「
公
共
交
通
を
我
々
の
手

で
守
る
た
め
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新

法
制
定
阻
止
に
向
け
て
、
全
自
交

労
連
団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
の

掛
け
声
の
下
、
参
加
者
全
員
が
明

日
か
ら
の
闘
い
に
向
け
決
意
を
固

め
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
２
０
２
４
年
度
の
運

動
方
針
（
前
号
記
載
）
と
、
23
年

度
活
動
報
告
、
23
年
度
会
計
報
告

と
24
年
度
予
算
の
全
て
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
副
中
央
執
行
委
員
長
が
井
上

修
氏
（
愛
知
）
か
ら
下
出
健
雄

氏
（
愛
知
）
に
交
代
す
る
な
ど
一

部
役
員
の
変
更
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
今
大
会
で
は
規
約
改
正
も

実
施
。
従
来
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
を

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
と
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
す
る
な
ど
の
規
約
改
正

案
と
、
選
挙
規
則
の
新
設
案
が
審

議
さ
れ
、
と
も
に
代
議
員
に
よ
る

無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
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政
権
交
代
こ
そ
最
大
の
防
護
策

溝
上
委
員
長
あ
い
さ
つ

大会の詳細

仲間のために
神
戸
相
互
争
議
支
援

参
加
者
が
カ
ン
パ

　

溝
上
泰
央
中
央
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
衆
議
院
選
挙
で
の

政
権
交
代
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

「
石
破
新
総
理
は
、
能
登
半
島

の
復
旧
復
興
を
本
当
に
最
優
先
で

考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
時
に
、
総

選
挙
を
優
先
し
ま
し
た
。
操
り
人

形
の
ご
と
き
石
破
氏
の
言
動
を
聞

け
ば
『
や
は
り
自
民
党
で
は
変
わ

る
こ
と
が
で
き
な
い
』」
と
、
政
権

与
党
を
厳
し
く
批
判
し
た
一
方
で
、

立
憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦
新
代
表

と
会
話
を
交
わ
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
。「
２
０
１
２
年
の
野
田
内

閣
解
散
が
な
け
れ
ば
、『
タ
ク
シ
ー

事
業
法
』
が
成
立
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
批

判
や
泣
き
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う
大
き

な
問
題
が
降
り
か
か
っ
て
い
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
野
田
代
表
が
誕
生
し

た
こ
と
は
、ま
さ
に
運
命
的
。
我
々

の
手
で
も
う
一
度
、
野
田
内
閣
を

誕
生
さ
せ
て
、
リ
ベ
ン
ジ
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
解
禁
派
は
、
や
っ
き

に
な
っ
て
来
年
の
通
常
国
会
で
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
案
の
提
出
を
目

指
し
、
着
々
と
水
面
下
で
動
い
て

い
ま
す
。
こ
の
選
挙
結
果
が
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
の
成
立
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
が
支
持
す
る

立
憲
民
主
党
に
よ
る
政
権
交
代
を

実
現
す
る
こ
と
が
、『
２
０
０
２

年
の
規
制
緩
和
を
超
え
る
タ
ク

シ
ー
事
業
の
崩
壊
』
を
阻
止
す
る

最
大
の
防
護
策
で
あ
り
ま
す
」
と

強
調
し
、
政
権
交
代
に
向
け
「
組

合
員
全
体
で
よ
り
一
層
の
取
り
組

み
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
来
年
の
参
議
院
選
挙
に

向
け
「
森
屋
隆
さ
ん
の
よ
う
な
、

本
当
に
我
々
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
く
れ
る
議
員
を
絶
対
に
落
と
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
強
調
。

ま
た
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止

の
た
め
、
交
運
労
協
60
万
人
の
仲

間
が
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
り
、
非
常
に
心
強
い
」
と

感
謝
し
、
各
地
連
本
に
、
先
頭
に

立
っ
て
交
運
労
協
の
運
動
に
参
画

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
の
運
営
に
関
し

「
緊
縮
財
政
と
、
可
能
な
地
連
本

に
お
い
て
今
回
登
録
率
を
上
げ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
来
期

の
予
算
案
を
提
案
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
全
自
交
労
連
が
持

続
可
能
な
全
国
組
織
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
日
本
の
ハ
イ
タ
ク
労
働

者
を
牽
引
し
て
い
け
る
よ
う
特
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
に
向
け
た
兵
庫
地
連

と
関
西
地
連
の
仲
間
の
尽
力
に
深

く
感
謝
し
、
能
登
半
島
地
震
や
世

界
各
地
の
紛
争
の
犠
牲
者
・
被
災

者
へ
の
思
い
を
語
り
、
引
き
続
き

平
和
運
動
に
参
画
し
て
い
く
強
い

意
思
を
示
し
ま
し
た
。

　

野
尻
雅
人
書
記
長
が
２
０
２
３

年
度
の
活
動
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
24
年
度
の
運
動
方
針
案
・
予

算
案
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

野
尻
書
記
長
は
運
動
方
針
の
提

案
に
お
い
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新

法
阻
止
と
同
時
に
、「
二
種
免
許

　

平
野
稔
代
議
員

（
兵
庫
地
連
）
は
神

戸
相
互
タ
ク
シ
ー

労
組
書
記
次
長
と
し

て
、
争
議
に
つ
い
て

報
告
。「
不
当
労
働
行
為
を
繰
り
返
す
会
社
に

多
数
の
抗
議
文
を
送
り
、
ま
た
カ
ン
パ
へ
の
協

力
を
多
数
頂
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
諦
め
る
こ
と
な
く
団
結
し
闘
い
抜

く
所
存
で
す
」
と
表
明
し
、
会
場
は
激
励
の
拍

手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
直
人
中
央
委
員

は
大
阪
地
連
書
記
長
と

し
て
、
朝
日
自
動
車
労

組
の
争
議
解
決
と
支
援

に
感
謝
を
表
明
。
ま
た

規
約
改
正
に
関
す
る
文
言
に
誤
解
を
招
き
か
ね
な

い
箇
所
が
あ
る
と
指
摘
。「
役
員
」
は
中
央
委
員

会
で
決
議
権
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
確
化
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
本
部
は
、
２
日
目
の
開
会
前
に
臨

時
の
中
央
執
行
委
員
会
を
開
き
、
対
応
を
協
議
。

改
正
の
提
案
は
原
文
通
り
と
し
つ
つ
、
加
藤
氏
の

指
摘
も
含
め
て
規
約
の
記
載
内
容
を
再
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
方
針
を
決
め
、
答
弁
し
ま
し
た
。

が
な
け
れ
ば
本
来
の
安
全
・
安
心

は
保
て
な
い
と
主
張
し
て
い
く
。

『
日
本
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
ず
っ

と
や
り
た
い
』
と
い
う
経
営
者
の

言
葉
は
ふ
ざ
け
た
話
だ
。
タ
ク

シ
ー
が
充
足
す
れ
ば
た
だ
ち
に
や

め
て
い
た
だ
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

予
算
提
案
で
は
、
緊
縮

財
政
下
に
お
い
て
も
運

動
に
関
わ
る
予
算
は
、
前

年
と
同
額
を
維
持
し
た

こ
と
を
説
明
し
、
財
政
再

建
へ
の
理
解
・
協
力
を

　

不
当
労
働
行
為
と
闘
う
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労

働
組
合
（
北
坂
隆
生
委
員
長
）
の
仲
間
を
支
援
す

る
た
め
、
会
場
に
は
カ
ン
パ
箱
が
設
置
さ
れ
溝

上
委
員
長
も
協
力
を
要
請
。
大
会
参
加
者
か
ら

15
万
８
３
３
２
円
の
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

願
い
ま
し
た
。

　

大
会
ま
と
め
報
告
で
は
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
に
向
け
「
交

運
労
協
や
個
人
タ
ク
シ
ー
団
体
等

と
も
連
携
し
て
運
動
を
展
開
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
」
と
し
「
ハ
イ

タ
ク
の
最
大
産
別
と
し
て
地
域
の

運
動
を
牽
引
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

23
名
、
２
日
目
は
各
出
席
70
名
・
委
任
10
名
、

出
席
31
名
・
委
任
22
名
で
、
50
人
以
上
の
傍
聴

者
も
参
加
。
大
会
運
営
と
会
計
報
告
を
水
野
潔

副
委
員
長
⑤
が
担
当
し
、
成
田
次
雄
監
査
（
⑥

右
）
と
鵜
澤
克
己
監
査
（
⑥
左
）
が
監
査
報
告
。

成
田
氏
は
関
西
地
連
書
記
長
と
し
て
１
年
以
上

に
わ
た
り
大
会
準
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
関

西
地
連
よ
り
次
回
開
催
地
の
神
奈
川
地
連
へ
と

大
会
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
⑦
。

　

大
会
は
掛
川
正
一
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
で
幕
を
明
け
①
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た
兵
庫

地
連
の
安
尾
崇
伯
代
議
員
（
②
右
）
と
大
坂
清

和
代
議
員
（
②
左
）、
書
記
の
富
山
地
連
・
山

中
祐
司
代
議
員
に
よ
っ
て
円
滑
に
進
行
。
北
坂

隆
生
兵
庫
地
連
委
員
長
か
ら
歓
迎
あ
い
さ
つ
を

受
け
③
、
高
橋
学
資
格
審
査
委
員
長
の
報
告
④

で
成
立
を
確
認
。
1
日
目
は
代
議
員
出
席
69

名
・
委
任
10
名
、
中
央
委
員
出
席
31
名
・
委
任

　

第
82
回
大
会
で
は
、規
約
の
改
正
と
役
員
選
挙
規
則
の
新
設
が
審
議
さ
れ
、代

議
員
に
よ
る
無
記
名
投
票
＝
写
真
＝
の
結
果
、規
約
改
正
案
が
投
票
数
70
票
中
、

賛
成
67
票
、反
対
２
票
、白
票
１
票
、選
挙
規
則
案
が
投
票
数
70
票
中
、賛
成
68
票
、

反
対
１
票
、白
票
１
票
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
約
改
正
や
選
挙
規
則
新
設
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

・中
部
ブ
ロッ
ク
を
東
海
ブ
ロッ
ク
と
北
信
越
ブ
ロッ
ク
に
分
割

・組
織
の
運
営
実
態
に
合
わ
せ
た
改
正
。具
体
的
に
は
労
連
へ
の
加
盟・脱
や
表
彰
及

び
制
裁
な
ど
が
中
央
委
員
会
の
専
決
事
項
と
な
っ
て
い
た
部
分
を
大
会
で
も
承
認

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
改
正

・中
央
執
行
委
員
の
選
出
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
枠
は
１
名
ま
で
と
す
る
上
限
の

設
定
。ま
た
中
央
執
行
委
員
会
の
構
成
員
か
ら
会
計
監
査
を
除
外

・加
盟・脱
退
手
続
き
の
明
確
化（
地
連・地
本
単
位
の
新
規
加
盟
は
ブ
ロッ
ク
を
通

じ
本
部
に
申
請
す
る
。た
だ
し
単
組
で
の
直
接
加
盟
申
請
も
可
能
）

・役
員
選
考
委
員
会
の
権
限
や
構
成
、選
挙
実
施
時
の
細
則
な
ど
を
定
め
た
役
員

選
挙
規
則
の
新
設

・連
合
の
会
費
制
度
変
更
に
伴
う「
連
合
会
費
会
計
」の
新
設

運
動
方
針
・
予
算
提
案

質
問
・
意
見

規
約
改
正

野尻雅人書記長

①

⑤

③

⑦

②

⑥ ④
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新
旧
役
員
が
あ
い
さ
つ

参
議
院
議
員  

全
自
交
推
薦

来
賓
挨
拶「
Ｒ
Ｓ
に
ピ
リ
オ
ド
」

伊
藤
前
委
員
長
も
来
賓
参
加

大会宣言

イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
は
、
ハ
イ
タ
ク

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
人
流
・
物

流
に
係
る
事
業
法
、
な
ら
び
に
雇

用
法
の
破
壊
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
国
土
交
通
省
や
政
策
議

員
懇
、
そ
し
て
全
国
の
全
自
交
の

仲
間
と
と
も
新
法
阻
止
に
取
り
組

む
」
と
力
強
く
表
明
し
ま
し
た
。

衆
議
院
選
挙
の
公
示
当
日
に
も

関
わ
ら
ず
、
立
憲
民
主
党
と
タ
ク

シ
ー
政
策
議
連
を
代
表
し
森
屋
隆

参
議
院
議
員
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

森
屋
議
員
は
「
自
公
政
権
を
過

半
数
割
れ
さ
せ
て
、
政
権
交
代
に

つ
な
げ
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
」
と
強
い
決
意

を
述
べ
、
全
自
交
の
仲
間
に
最
大

限
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

て
あ
い
さ
つ
し
、、
上
田
学
中
央
執
行
委

員
（
愛
知
地
連
書
記
長
）
は
「
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
す

る
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

退
任
す
る
井
上
修
副
中
央
執
行
委
員

長
（
愛
知
）
は
「
全
自
交
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
産
別
。
闘
う
政
策
集
団
と
し

て
今
後
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い

を
託
し
、谷
口
雅
也
中
央
執
行
委
員（
愛

知
）
は
「
経
験
を
単
組
に
持
ち
帰
り
頑

張
っ
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
年
全
自
交
運
動
を
け
ん
引

し
て
き
た
新
潟
地
連
の
海
藤
正
彦
書
記

長
も
今
大
会
を
も
っ
て
本
部
中
執
を
退

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
員
改
選
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
部
役
員
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

新
任
の
下
出
健
雄
副
中
央
執
行
委
員

長
（
愛
知
地
連
委
員
長
）
は
「
組
合
員

さ
ん
の
た
め
に
力
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

前
任
の
井
上
さ
ん
、
そ
の
前
の
本
田
さ

ん
は
じ
め
諸
先
輩
の
流
れ
を
し
っ
か
り

受
け
継
ぎ
た
い
」
と
述
べ
、
出
身
地
の

神
戸
と
の
縁
を
語
り
ま
し
た
。
市
野
晃

司
中
央
執
行
委
員
（
石
川
ハ
イ
タ
ク
委

員
長
）
は
「
改
め
て
能
登
半
島
の
震
災

に
際
し
多
額
の
義
援
金
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
私
は
口
下
手
で
、

前
任
の
海
藤
さ
ん
ほ
ど
饒
舌
じ
ゃ
な
い

が
頑
張
り
ま
す
」
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

大
会
の
前
夜
、神
戸
ホ
テ
ル
ジ
ュ

ラ
ク
で
、
兵
庫
地
連
主
催
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
あ
い
さ
つ
し
た
北
坂
隆
生

兵
庫
地
連
委
員
長
は
、
翌
日
か
ら

始
ま
る
衆
院
選
選
挙
に
向
け
「
大

会
終
了
後
に
は
、
即
座
に
各
地
域

で
全
力
で
選
挙
戦
に
向
か
っ
て
頂

き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
の
伊
藤
実
前
中
央

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

来
賓
が
参
加
し
、
全
員
が
口
を
揃

え
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
を
訴

え
ま
し
た
。
兵
庫
県
タ
ク
シ
ー
協

会
の
大
久
保
恵
実
会
長
は
、「
日

本
と
海
外
の
タ
ク
シ
ー
の
違
い

は
、
二
種
免
許
を
持
っ
た
現
場
の

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
高
い
モ
ラ
ル

で
す
」
と
述
べ
、
労
使
で
力
を
合

わ
せ
日
本
の
安
全
を
守
り
抜
く
決

意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

全
自
交
労
連
の
溝
上
泰
央
委
員

長
、
連
合
兵
庫
の
那
須
健
事
務
局

長
、
兵
庫
県
交
運
労
協
の
河
合
和

俊
議
長
、
兵
庫
県
産
業
労
働
部
労

政
福
祉
課
の
常
陰
朗
雄
課
長
、
立

憲
民
主
党
の
井
坂
信
彦
衆
議
院
議

員
、
私
鉄
関
西
ハ
イ
タ
ク
労
連
の

大
南
昌
彦
委
員
長
ら
多
数
の
御
来

賓
よ
り
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

　

連
合
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
中
小
・
地
域
間
の
賃
金
格
差

を
是
正
す
る
た
め
、
労
務
費
を

含
め
た
価
格
転
嫁
を
実
現
」、「
労

働
法
制
の
見
直
し
に
お
い
て
（
労

使
間
の
力
関
係
の
非
対
称
性
や

労
働
基
準
法
の
本
質
を
見
失
う

こ
と
な
く
）
積
極
的
に
議
論
に

参
加
」、「
与
党
過
半
数
割
れ
、

働
く
者
の
立
場
に
立
つ
政
治
の

実
現
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

交
運
労
協
か
ら
は
10
月
10
日
に

新
議
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
池

之
谷
潤
副
議
長
が
駆
け
付
け
「
ラ

　本日、全自交労連は第８２回定期大会を神戸市で開催し、
ライドシェア新法や完全解禁を阻止し、安全・安心な地域公
共交通と我々の賃金・労働条件を守り抜く運動方針を決定
した。

　この1年間、ライドシェア完全解禁を阻止するため、我々は
全国で闘い続けてきた。その思いに共感し、多数の働く仲間
や市民、議員が、共に闘ってくれたことは我々の誇りである。
我 は々さらに運動の輪を広げて無秩序なライドシェアの問題
を広く伝え、強欲な解禁論者たちがあきらめるその日まで解
禁阻止の闘いを続けていく。
　運賃改定の効果もあって、我々の賃金はようやく上向いてきた。さらに改善を進め、他産業
を上回る水準までハイタク労働者と自教労働者の賃金を引き上げなくてはならない。社会に不
可欠な役割を果たすエッセンシャルワーカーとして、他産業並みの賃金を求めることは当然の
要求だ。賃金改善を果たし、働きやすい職場を実現していけば、おのずと「タクシードライバー
不足」と呼ばれる状況は改善し、ライドシェアなど全く不要となる。すでに全国でタクシー乗務
員数は増加に転じており、この流れを止めてはならない。
　同時に、我々は公共交通従事者としての責務を果たし、一層の安全性向上やサービスの
向上を成し遂げ、日本のハイタク産業とプロドライバーへの信頼を高めなくてはならない。高齢
者や障がいを抱える方など、全ての移動困難者のために力を尽くすことが、我々の使命であり
誇りだ。公共交通の主役は我々である。
　「移動困難」といわれる問題を解消するため、国土交通省は全国で日本型ライドシェアや
公共ライドシェアの運行を広めようとしている。これらの取り組みがライドシェア完全解禁を阻止
する役割を果たしたことは事実だが、二種免許を持たないドライバーによる旅客運送はあくま
でも例外に過ぎない。万が一にも安全軽視や、労働者のコストカット手段として悪用されること
があってはならず、移動困難の状況が改善すれば、ただちに終了すべきである。
　いま自民党内では解雇規制の緩和や、ライドシェアに代表されるギグワークの推進など、労
働者の権利を破壊する政策が語られているが、大企業を優遇して労働者を抑圧してきた自
民党の政策こそが日本の長い低迷の元凶である。これ以上の改悪はなんとしても許すわけに
はいかない。我 は々怒りを投票によって示し、政権交代を実現させる。
　我々は全自交の旗の下、エッセンシャルワーカーとしての使命と矜持を胸に、ハイタク・自教
労働者の地位向上と賃金・労働条件の改善を成し遂げ、日本の公共交通を守るために闘い
抜くことを、ここに宣言する。

２０２４年１０月１６日
全国自動車交通労働組合連合会　第８２回定期大会

交
運
労
協  

池
之
谷
潤
議
長

森
屋
隆
タ
ク
議
連
事
務
局
長

連
合  
北
野
眞一
副
事
務
局
長

兵
庫
地
連
が
歓
迎
の
宴

高らかに大会宣言案を読み
上げる、綾原美代子中央委員
（兵庫地連・ポートグループ
労働組合）

立憲民主党の井坂信彦衆
議院議員は、明日から選
挙という日程にも関わら
ず全自交兵庫地連のため
に駆け付けました

北坂隆生・兵庫地連
執行委員長

兵庫県産業労働部
團野礼子次長

神戸市経済環境局
大畑公平局長

こくみん共済ＣＯＯＰ
濱田毅司常務理事

大久保恵実・兵庫県
タクシー協会会長

河合和俊・兵庫県
交運労協議長

新旧役員が壇上であいさつ。右から退任された井上副委員長、谷口中執、
新任の下出副委員長、上田中執、市野中執。また新潟地連の海藤中執も退
任されました。

大会運営にご尽力いただいた兵庫地連の役員の皆さん
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北
海
道
地
連
大
会

岩
手
地
本
大
会

２
０
２
４
年
秋
季
年
末
闘
争
方
針（
要
旨
）

岩
手
県
知
事
に
要
請

祝  

被
団
協
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

　

陸
・
海
・
空
の
交
通
運
輸
観
光

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く
60
万
人
が

集
う
交
運
労
協
（
全
日
本
交
通
運

輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会
）
は
、

10
月
10
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ル

ポ
ー
ル
麹
町
で
第
40
回
定
期
総
会

を
開
催
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻

止
や
、
交
通
運
輸
観
光
サ
ー
ビ
ス

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
産
業
の
持

続
的
成
長
を
担
保
す
る
産
業
政
策

【
雇
用
・
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
】

　

●
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
積
極
的
に
交
渉
。
運
賃
改
定

が
実
施
さ
れ
た
地
域
で
は
、
増
収
分
を
適
切
に
労
働
者
に
配
分

す
る
よ
う
求
め
、
労
働
分
配
率
を
改
悪
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

側
の
攻
撃
を
跳
ね
返
す
。
分
配
率
を
協
議
す
る
場
合
も
、
改
定

後
の
実
績
を
検
証
し
、
春
闘
で
交
渉
す
る
こ
と
が
必
要
。

　

ま
た
、
迎
車
料
金
の
新
設
や
増
額
時
に
お
い
て
も
適
正
配
分

を
強
く
求
め
る
。
配
車
ア
プ
リ
利
用
時
の
追
加
料
金
等
や
、
利

用
者
都
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
お
い
て
、
現
場
の
乗
務
員
の
負
担

に
相
応
し
い
配
分
を
求
め
る
。

　

●
一
時
金
を
春
闘
時
に
年
間
協
定
し
て
い
る
職
場
は
、
確
実

な
支
給
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
年
末
一
時
金
を
交
渉
す
る
職
場
で

は
、
昨
年
や
今
夏
の
一
時
金
を
超
え
る
支
給
を
め
ざ
す
。

　

●
改
善
基
準
告
示
の
改
正
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
厳

守
さ
れ
る
よ
う
監
視
を
強
化
し
、
法
令
違
反
根
絶
を
目
指
す
。

あ
わ
せ
て
若
い
世
代
や
、
育
児
・
介
護
中
の
労
働
者
に
と
っ
て

も
魅
力
的
な
労
働
環
境
を
目
指
し
、
短
時
間
勤
務
な
ど
柔
軟
な

働
き
方
の
検
討
を
求
め
る
。

　

●
職
場
施
設
の
改
善
を
要
求
す
る
。
女
性
が
働
き
や
す
い
よ

う
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
、
休
憩
室
を
改
善
す
る
こ
と
や
、
老
朽

化
し
た
設
備
を
改
善
す
る
こ
と
も
重
要
。

　

●
会
社
負
担
に
よ
る
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
な
ど
健
康
診
断
や
福
利

厚
生
の
拡
充
を
求
め
る
。

　

●
カ
ス
ハ
ラ
抑
止
対
策
と
乗
務
員
へ
の
ケ
ア
を
求
め
る
。

　

●
全
て
の
職
場
と
地
域
で
最
低
賃
金
を
厳
守
さ
せ
る
。
定
年

や
雇
用
上
限
の
延
長
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
、
年
次
有
給
休

暇
の
確
実
な
取
得
、必
要
な
感
染
症
対
策
の
継
続
等
を
要
求
し
、

労
働
協
約
の
改
定
や
締
結
に
取
り
組
む
。

【
政
策
課
題
へ
の
取
り
組
み
】

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
完
全
解
禁
・
新
法
阻
止
を
最
優
先
と
す
る
▽

他
産
業
を
上
回
る
賃
金
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
運
賃
改

定
を
求
め
る
▽
日
本
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

ぬ
よ
う
求
め
、
必
要
が
な
く
な
り
次
第
終
了
す
る
よ
う
求
め
る

▽
地
域
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
の
公
助
を
求
め
る
。

【
闘
い
の
進
め
方
】

　

要
求
は
遅
く
と
も
11
月
中
旬
ま
で
に
提
出
し
、
12
月
上
旬
に

は
解
決
す
る
よ
う
積
極
的
に
団
体
交
渉
を
行
う
。

の
実
現
な
ど
を
柱
と
す
る
活
動
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
11
年
間
、
重

責
を
担
っ
た
住
野
敏
彦
議
長
が
退

任
。
新
議
長
に
は
住
野
氏
と
同
じ

私
鉄
総
連
出
身
の
池
之
谷
潤
氏

（
私
鉄
総
連
前
副
委
員
長
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
池
之
谷
新
議
長

は
就
任
に
当
た
り
「
60
万
人
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
を
誓
う
」
と
決
意
表

明
し
、「
交
運
労
協
は
政
策
集
団

と
し
て
要
員
不
足
な
ど
の
産
業
課

題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
は
政
治
力
の
強
化
が

必
要
だ
」
と
選
挙
戦
の
勝
利
を
訴

え
ま
し
た
。

　

住
野
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
を
強
調
し

「
こ
の
問
題
は
タ
ク
シ
ー
だ
け
で

な
く
、
人
流
・
物
流
に
関
係
す
る

全
て
の
法
律
と
雇
用
法
制
に
関
わ

る
問
題
だ
」
と
発
言
。
適
正
な
運

賃
の
収
受
や
、
国
や
自
治
体
が
公

共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
の
安
定

的
な
財
源
確
保
な
ど
も
訴
え
ま
し

た
。
退
任
に
当
た
り
「
と
り
わ
け

地
方
で
働
く
皆
さ
ん
が
む
く
わ
れ

る
政
策
が
重
要
。
交
運
労
協
の
発

信
力
を
さ
ら
に
高
め
て
ほ
し
い
。

構
成
組
織
が
自
由
に
議
論
す
る
空

気
を
こ
れ
か
ら
も
」
と
思
い
を
託

し
て
い
ま
す
。

　

質
疑
応
答
で
は
全
自
交
労
連
の

津
田
光
太
郎
書
記
次
長
が
交
運
労

協
の
仲
間
に
よ
る
全
国
で
の
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
の
取
り
組
み

に
感
謝
を
述
べ
た
上
で
「
仮
に
、

新
法
が
経
済
産
業
省
や
デ
ジ
タ
ル

庁
の
所
管
と
な
り
、
交
通
運
輸
産

業
に
な
ん
の
経
験
も
な
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
大
手
を
振
っ
て

人
や
物
を
運
ぶ
な
ら
ば
、
安
全
と

持
続
性
の
た
め
に
戦
後
築
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
交
通
運
輸
産
業
の

ル
ー
ル
が
踏
み
に
じ
ら
れ
破
壊
さ

れ
る
」
と
述
べ
、
引
き
続
き
の
協

力
・
支
援
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

答
弁
に
立
っ
た
慶
島
譲
治
事
務

局
長
は
「
ま
さ
に
業
法
破
壊
攻
撃

だ
。
解
禁
派
は
タ
ク
シ
ー
労
使
を

既
得
権
益
集
団
と
い
う
が
、
タ
ク

シ
ー
は
原
価
の
約
７
割
を
人
件
費

が
占
め
る
労
働
集
約
型
産
業
で
、

賃
金
は
全
産
業
平
均
以
下
だ
。
旨

味
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
正
規
雇

用
を
な
く
し
て
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
に

し
、
人
件
費
を
削
る
こ
と
だ
。
だ

か
ら
彼
ら
は
雇
用
形
態
に
一
番
こ

だ
わ
る
」
と
指
摘
し
、
最
大
限
の

警
戒
で
対
峙
し
て
い
く
と
表
明
し

ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
は
菊
池
る
み
中
執

が
総
会
議
長
、
溝
上
泰
央
委
員
長

が
役
員
推
薦
委
員
長
、
本
田
有
書

記
次
長
が
会
計
監
査
を
務
め
、
交

運
労
協
の
総
会
成
功
に
尽
力
し
ま

し
た
。

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
ま

だ
札
幌
の
運
行
状
況
が
少
な
い
こ

と
か
ら
「
我
々
タ
ク
シ
ー
運
転
者

に
現
状
で
は
大
き
な
影
響
は
出
て

い
な
い
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
規
制
緩
和

に
よ
り
運
行
車
両
数
が
増
え
れ
ば

「
我
々
へ
の
影
響
と
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
事
故
・
事
件
の
増
加
の
懸

念
は
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
。
タ
ク

シ
ー
不
足
解
消
後
は
早
期
に
終
了

す
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

24
春
闘
に
お
け
る
各
単
組
の
成

果
を
紹
介
し
、
そ
の
奮
闘
へ
の
感

謝
を
述
べ
て
い
ま
す
。

真
、
運
動
方
針
案
や
予
算
案
な
ど

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
久
雄
委
員
長
は
「
地
域
公

共
交
通
と
し
て
重
要
な
ハ
イ
タ
ク

産
業
を
守
り
、
利
用
者
の
利
便
と

安
全
・
安
心
は
我
々
二
種
免
許
を

有
す
る
タ
ク
シ
ー
運
転
者
が
守
る

こ
と
が
絶
対
必
要
で
あ
り
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
完
全
解
禁
は
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
解

禁
派
や
そ
れ
を
支
持
す
る
一
部
の

政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
を
「
利
用
者

の
利
便
と
安
全
・
安
心
の
移
動
を

放
棄
し
、
金
儲
け
だ
け
を
考
え
て

い
る
」と
痛
烈
に
批
判
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本

　

岩
手
県
交
運
労
協
は
９
月
18
日
、

達
増
拓
也
・
岩
手
県
知
事
へ
要
請

行
動
を
行
い
、
公
共
交
通
存
続
へ

の
支
援
や
、
昨
年
末
に
県
議
会
が

採
択
し
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
反
対
意

見
書
の
尊
重
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
核
兵
器
は
人
類
そ
の
も
の
に
対
す
る

脅
威
で
す
。
保
有
を
正
当
化
し
、
使
用

す
ら
た
め
ら
わ
な
い
動
き
が
国
内
外
に

多
く
見
ら
れ
る
現
実
の
中
で
、
改
め
て

被
団
協
の
皆
さ
ま
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
を
大
き
な
転
機
と
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
被
爆
者
の
思
い
を
受
け
継

ぎ
被
爆
の
実
情
を
伝
え
続
け
る
こ
と
が

我
々
に
課
さ
れ
た
使
命
で
す
。

長
崎
地
裁
は
被
爆
者
と
認
定
す
る
判
決

を
下
し
ま
し
た
。
国
も
被
爆
者
と
同
等

の
支
援
を
行
う
判
断
を
示
し
て
お
り
、

よ
う
や
く
問
題
が
解
決
に
向
か
い
ま
す
。

10
月
11
日
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
日
本
被
団
協
）
が
受
賞
す
る
と
い
う

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。

　
１
９
５
６
年
に
被
爆
者
の
全
国
団
体

と
し
て
結
成
さ
れ
た
日
本
被
団
協
は
、

被
爆
者
と
し
て
の
生
々
し
い
痛
み
、
悲

し
み
、
苦
し
み
を
国
内
外
で
発
信
し
て

き
ま
し
た
。

　

長
崎
で
被
爆
し
な
が
ら
長
崎
市
外
に

居
住
し
て
い
た
な
ど
の
理
由
で
被
爆
者

と
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
被
爆
体
験
者
の

救
済
を
求
め
る
訴
訟
で
、
９
月
９
日
、

　

全
自
交
岩
手
地
本
は
９
月
29
日

に
盛
岡
市
内
で
定
期
大
会
を
開
き
、

新
た
な
運
動
方
針
を
確
立
し
ま
し

た
。
森
茂
委
員
長
は
「
一
種
免
許

で
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
る
な
ど
全
く

理
解
で
き
な
い
」
と
全
て
の
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
反
対
。
秋
闘
・
春
闘

に
向
け
経
営
者
の
攻
撃
を
は
ね
返

す
交
渉
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

全
自
交
北
海
道
地
連
は
９
月
26

日
、
札
幌
市
の
八
軒
会
館
に
お
い

て
第
23
回
定
期
大
会
を
開
き
＝
写

交運労協  新議長に池之谷氏

被爆者の苦しみ  もう二度と…

総会でＲＳ新法阻止を確認

長
崎
被
爆
体
験
者  

勝
訴

池之谷潤　新議長

11年間にわたり重責を担った住野
敏彦議長（中央）。後列左は議長を
務めた全自交東京地連・東洋交通
労組の菊池るみ委員長

達増知事（左から３人目）
10月2日、岩手県交運が
盛岡駅前で実施した街宣

岩手地本大会であいさつする森茂委員長
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